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隠れた宇宙大国、インド
火星周回軌道への探査機投入成功は世界で4番目、アジアでは初の快挙！
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インドの宇宙開発の歴史

宇宙ビジネスの進展に向けた足もとの動き

出所：JETRO、インド宇宙研究機関（ISRO)、JAXA, 各種報道資料等を基にパインブリッジ・インベストメンツ作成

パワフル・インド（政策関連） ～拡大するインド宇宙産業のビジネスチャンス～
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単位：億米ドル

インドの宇宙開発の歴史は古く、ロケットと人工衛星の両方を自国で製造できる
世界でも数少ない宇宙大国です。

1962年 インド国立宇宙研究委員会（現インド宇宙研究機構）設立
1972年 インド宇宙庁設置
1975年 旧ソビエト連邦のロケットを使用して初の人工衛星を打上げ
1980年 国産ロケットによる人工衛星打上げに成功

※自国ロケットによる人工衛星打上げとしては世界で７番目

2008年 月の周回軌道への探査機の投入に成功
2013年 火星探査機マンガルヤーンを載せたロケットを打ち上げ
2014年 探査機マンガルヤーンを火星周回軌道へ入ることに成功

※当時、火星周回軌道への探査機投入成功は米国、ロシア、欧州に次いで世
界で4番目、アジアでは初の快挙でした。低予算でプロジェクトを成功させたこの
話は映画化もされています。

2017年 104個の人工衛星を搭載したロケットを打ち上げ
※これだけの数の人工衛星を１つのロケットで打ち上げるのは世界初となりました。

モディ政権は発足当初の製造業振興策「メーク・イン・インディア」に続き、新たな産業の需要喚起と
輸入依存から脱するため「自立したインド」を打ち出しており、その柱の1つとして宇宙産業に対する規制
を緩和し、民間企業の参入を促進しました。

2023年3月6日

宇宙関連スタートアップ資金調達額の推移
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約8倍

2022年6月 海外の人工衛星3機に加え、イン
ドのスタートアップ2社が製造した人工衛星を搭載
したロケットが打ち上げられました（インド初の国産
民間衛星の打ち上げ）。

2023年2月 小型衛星や超小型衛星の高頻
度・低コストな打ち上げを目指して開発された新
型ロケットの打ち上げにより、米国企業の衛星を含
む3つの人工衛星の軌道投入に成功しています。

更にインドでは2030年頃までに独自の宇宙ス
テーションを作る計画も示されており、今後の官民
あげての宇宙ビジネスの発展が予想されています。
そのため、インド宇宙産業のビジネスチャンスは更に
拡大することが期待されています。
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